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  1 既存塗膜等の除去

及び下地処理

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法 [4.6.3][表4.6.1～4]

・ サンダー工法

※ 高圧水洗工法

・ 塗膜はく離剤工法

・ 水洗い工法

下地面の補修

4-1又は4-3による

処理範囲工　法

 ※ 既存仕上面全体　・  

（既存塗膜の除去範囲は処理面積の

30 ％とする）

（既存塗膜の除去範囲は既存塗膜)

※ 上記処理範囲以外の既存仕上面全体

  2 下地調整材 ※ 下地調整塗材 (※Ｃ－１　・Ｃ－２　・ＣＭ－２　・　　　　　） [4.2.2][4.6.3]

・ ポリマーセメントモルタル

・ 防水形仕上げ塗材主材を使用

  3 種類、仕上げの形状、工法

種　　類 呼び名 仕上げの形状

・ 薄付け仕上塗材  ・ 外装薄塗材Ｓi

 ・ 可とう形外装薄塗材Ｓi

 ・ 外装薄塗材Ｅ

 ・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

 ・ 防水形外装薄塗材Ｅ

 ・ 外装薄塗材Ｓ

・ 複層仕上塗材

 ・ 砂壁状　　・ ゆず肌状　・ さざ波状

 ・ ゆず肌状　・ さざ波状　・ 凹凸状

 ・ 砂壁状

 ・ 砂壁状　　・ 着色骨材砂壁状

 ・ 複層塗材ＣＥ  ・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸模様

 耐候性　※ 耐候形３種　

 　溶媒　※ 水系　・ 溶剤系

 　外観　※ つやあり　・ つやなし

 　樹脂　※ アクリル系　・　

 　　　　・ メタリック

 防水形の増塗材　※ 行う

 上塗材

  1 改修工法の適用 [5.1.3]

・ 鋼製建具

・ 鋼製軽量建具

・ ステンレス製建具

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・ ※ 建具表による　・ 図示

・ ・ ※ 建具表による　・ 図示

・ 内部

・ 外部

※ 建具表による　・ 図示

※ 建具表による　・ 図示

※ 建具表による　・ 図示

かぶせ工法

・ アルミニウム製建具

撤去工法 適用箇所建具の種類

見本の製作等 建具見本製作　　・行う　※行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　）※行わない

防犯建物部品 ・適用する（図示）

アルミニウム製建具 外部に面する建具

施工箇所枠見込み(mm)水密性気圧性耐風圧性種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

　Ｓ－４

　Ｓ－５

　Ｓ－６

　表面処理　※ B-1種　・ B-2種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

　※ 70

　・

　　100

　※ 図示

・ 　・

水切板、ぜん板等　※図示による

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・ 適用する　面内変形追随性の等級（　　）

Ｇ

屋内建具

　表面処理　※ C-1 種又は B-1 種　　　

         　 ・ C-2 種又は B-2 種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

□

  2 [5.1.5]

  3 [5.1.7]

  4

※Ａ-３

Ａ-４ Ｗ-５

※Ｗ-４

[5.2.2][表 5.2.1]

[5.2.4][表 5.2.2]

[5.2.2]

[5.2.4][表 5.2.2]

防虫網網戸

　形　　式　※ 外部可動式　・ 固定式

　網の種別　※ ガラス繊維入り合成樹脂製  ・ 合成樹脂製　・ ステンレス製（SUS 316）

  5 [5.2.3]
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  1 改修範囲 既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲 [6.1.3]

　※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・ 図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

　※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・ 図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※ 既存のまま

　・ 図示の範囲

  2 既存床の撤去並びに

下地補修

ビニル床シート等の除去　　　※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2]

　　　　　　　　　　　　　　・ 下地モルタルとも（※ 図示、畳下地　・除去範囲全て）

合成樹脂塗り床材の除去工法　・ 機械的除去工法　・ 目荒工法

改修後の床の清掃範囲　　　 ※ 改修箇所の室内　

  3 既存壁の撤去並びに

下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2][4.4.9]

　※ 図示　Ａ-59，Ａ-60

　・ モルタル塗り（塗り厚 25mm を超える場合の補強　※ 行う　・ 行わない）

  4 木下地等　Ｇ 木材の品質 [6.5.2][表 6.5.2～3]

  5 集成材等　Ｇ [6.5.2]

間伐材等

の適用

・

・

・

・

 ※図示

 ※図示

 ※図示

 ※図示

施工箇所種　別

ホルムアルデヒドの放散量 ※ 規制対象外    ・ 第三種

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

   　　　 体積比割合が10%以上であること。

  6 接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

※ 木工事に使用する接着剤

 　ユリア樹脂､メラミン樹脂､フェノール樹脂､レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

 　防腐剤（以下、｢ユリア樹脂等｣という）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　　　※ 規制対象外     ・ 第三種

※ 壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤 [6.8.2][6.14.2]

   壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　　　※ 規制対象外     ・ 第三種

  7 防腐・防蟻処理 ※防腐処理   ※ 行う（※ 図示     ・                ）

　種類、品質(                      )

　種類、品質(                      )

・防蟻処理   ・ 行う（※ 図示     ・                ）

  8 床板張り用合板及び

その他の合板　Ｇ

（㎜）

厚さ
程度
接着の

・ ２類
※ １類

・ ２類
・ １類

表板の樹種名･品質

等級・性能等
施工箇所種　別

・あり
・なし

・あり
・なし

・あり
・なし

・あり
・なし

処理

・難燃
・防炎

の処理

・難燃
・防炎

・難燃
・防炎

・難燃
・防炎

その他防虫

の適用

間伐材等

・

・

・

・

※図示

※図示

※図示

※図示
・ ２類
・ １類・ 特殊加工化粧合板

・ 天然木化粧合板

・ 普通合板　　　

・ 構造用合板 ※ １類
・ 特類

   　　　 体積比割合が10%以上であること。

間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

  9 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

　屋外（・ 19 形　※ 25 形）　屋内（※ 19 形　・ 25 形）

[6.6.3～4]

[6.6.4]

耐震性を考慮した補強　　※ 図示

あと施工アンカーの引抜き試験　・ 行う　・ 行わない

既存の埋込インサート　　　　　・ 使用する　・ 使用しない

※ 天井ふところ 1.5 ｍ以上の場合は吊りボルトの補強を行う

※ 天井ふところ 3.0 ｍを超える場合の補強　　　※　図示　　

屋外軒天井及びピロティー天井等における対風圧性を考慮した補強　　　※ 図示

軽量鉄骨壁下地 スタッドの高さが ５ｍ を超える場合　　※ 図示　　

□

□

□

   加圧力は試験施工による

[4.1.5][4.2.2][表4.2.4～5]

 ・ 複層塗材Ｓi

 ・ 複層塗材Ｅ

 ・ 複層塗材ＲＥ

 ・ 防水形複層塗材ＣＥ

 ・ 防水形複層塗材Ｅ

 ・ 防水形複層塗材ＲＥ

 ・ 防水形複層塗材ＲＳ

 ・ 可とう形複層塗材ＣＥ

仕上塗材仕上げ

 　仕上塗材

 ・ 平たん状

 ・ さざ波状

 ・ ゆず肌状

防火材料の指定が必要な場合

　※ 建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

[4.2.2](15.5.2)

・ 可とう形改修用  ・ 可とう形改修塗材Ｅ

 ・ 可とう形改修塗材ＲＥ

 ・ 可とう形改修塗材ＣＥ

マスチック塗材塗り

　工種　・Ａ種　　・Ｂ種

[4.6.6][表4.6.7]

結露水の処理方法　※図示による [5.2.4]

[5.2.5]

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

施工箇所

屋外

屋内

　※　SUS304又はSUS430JIL

　※　SUS430　　・　SUS304又はSUS430JIL

鋼材の種類

表面仕上げ　※ ＨＬ程度　・ 鏡面仕上げ　

曲げ加工　　 ※ 普通曲げ　・ 角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸　　・ 適用あり

[5.6.2]

[5.6.3]

[表 5.6.1]

[5.6.4]

[5.6.5]

自動ドア開閉機構

開閉方式 センサの種類

※ 製造所標準製作規定寸法許容差による　

　・ マットスイッチ　　　・電子マットスイッチ

　※ 光線反射スイッチ　　・ 音波スイッチ

　・ 熱線スイッチ　　　　・ 光電スイッチ

　・ 多機能便所スイッチ

　・　

 ※ スライデイングドア

　　・ SSLD-1 ・ SSLD-2

　　・ DSLD-1 ・ DSLD-2

 ・ スイングドア

　　・ SWD-1 ・ SWD-2

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

自閉式上吊り引戸装置 材料　　※ SUS 304、アルミニウム製等　防錆性能を有するもの

　　　　・ 製造所標準仕様による

性能等　※ 改修標仕 表5.8.1 による

　　　　・ 製造所標準仕様による

重量シャッター

シャッターの種類

・ 一般重量シャッター

・ 外壁用防火シャッター

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

　耐風圧強度 (           ) N/m

　耐風圧強度 (           ) N/m

2

2

　※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式　

開閉機能

危害防止機構

　※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）

　・ シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※ 設ける　・ 設けない　　

軽量シャッター 開閉形式　　※ 手動式　・ 上部電動式（手動併用）

スラット

　　材質　※ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）又は JIS G 3318

　　　　　　（塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　・ 鋼板

　　形状　※ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

耐風圧強度(　　　)N/m 2

ガイドレール等

オーバーヘッドドア

セクション材料

・ アルミニウムタイプ

開閉方式 収納形式

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダード形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

・ ステンレス鋼板

　（SUS 304）

※溶融亜鉛めっき鋼板※ スチールタイプ

・ ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能(　　　)Pa

ガイドレール材質

ガラス 材料

　品種及び厚さによる種類　　※ 建具表による

ガラス留め材

材　　　種建具の種類

　アルミニウム製

　鋼製及び鋼製軽量

　ステンレス製

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

　※ シーリング材　・ ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　※ シーリング材

　※ シーリング材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ガラスブロック

防火性能 

・ 正方形

・ 長方形

・ガラスブロック積みの金属製化粧カバー　 

・建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　 

※ 無し

・ 有り

材料

ガラス用フィルム

・ ガラス貫通防止フィルム

　材質（　　　　　）　寸法（　　　　　）　　形状（　　　　　 ）

　改修標仕5.12.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は(社)日本建築学会 JASS 17

　ｶﾞﾗｽ工事「3.1納まり寸法標準」によるほか､性能値が確認できる資料を監督職員に提出する

表面形状 呼び寸法 （mm）

・

厚さ （mm） 色調

・  ※ クリア　・乳白

 ・ カラー（　　　）

※ ガラス飛散防止フィルム　　

・ 日射調整フィルム

用途による区分

品質　JIS A5759 による　　

　　※ 鋼板製　・ ステンレス製 SUS 304

[5.8.2､3][表 5.8.1～3]

[5.9.2]

[5.9.3][表 5.9.1]

[5.10.2][表 5.10.1]

[5.10.2]

[5.10.2]

[5.11.2][表 5.11.1]

[5.11.3]

[5.11.4]

[表 5.11.2]

[5.12.2～4][表 5.12.1～2]

[5.13.2][表 5.13.1]

[5.13.5]

[5.13.5]

ＧＳ

記号

ＳＣ

ＳＦ

貼り面

※ 内貼り　・ 外貼り

性能値

建具用金物 建具用金物

　吊金物

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

　　・ 丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　　・ ピボットヒンジ

マスターキー　　※ 製作する　・ 製作しない

[5.7.2､3][表 5.7.1､2]

[5.7.4]

枠、くつずりの材料　　　枠（　　　）　くつずり（　　　）

縁仕上　・塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装） (表 16.7.9)

木製建具 建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※ 規制対象外     ・ 第三種

かまち戸の樹種　かまち（　　　　　　　　）　鏡板（　　　　　　　　）　　

(16.7.2)

(16.7.2)

  6 樹脂製建具 外部に面する建具

施工箇所枠見込み(mm)水密性気圧性耐風圧性種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

　Ｓ－４

　Ｓ－５

　Ｓ－６

　※ 70

　・

　※ 図示

[5.3.2][表 5.3.1]

Ａ-４

Ｗ-４

Ｗ-５

遮音性能等級　　・Ｔ－Ａ種　　・Ｔ－Ｂ種

断熱性能等級　　・Ｈ－Ａ種　　・Ｈ－Ｂ種

表面色　　※ 標準色　　・特注色 [5.3.4]

鋼製建具 防火戸の指定　　　　※　建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

又は有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ　　　※図示

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜

[5.1.4]

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による鋼製軽量建具

片開き、親子開き及び両開き戸の1枚の戸の有効開口幅が950㎜

又は有効高さが2,400㎜を超える場合の鋼板類の厚さ　　　※図示

特定防火設備の戸　　・ 適用する

耐風圧性　・ Ｓ-4　・ Ｓ-5　・ Ｓ-6

[5.4.4]

[5.4.2][表 5.4.1]

[5.4.4]

[5.4.2]

[5.5.2]

[5.5.4]

  7

  8

  9

飛散防止性能ＡＢ

　木材の現場における含水率　　※A種   ・B種

　※信州木材認証製品又は同等品(長野市産材)　　・標仕 12.2.1　　　・市販品

　・保存処理木材を適用する箇所（                    ）

　・間伐材等：間伐材、林地残材又は小径木であること。

樹種

・ 代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　）

造作材

下地材 ・杉　・松　・　

樹種・見付材面の品質

化粧薄板の厚さ等
寸法

 ※図示

 ※図示

 ※図示

 ※図示・ 造作用集成材

・ 化粧ばり造作用集成材

・ 造作用単層積層材

[6.5.2][表 6.5.4]

・杉　・松　・ひのき　・　

・ 化粧ばり構造用集成柱

[6.5.5]

[表 6.5.10]

[6.5.3]

あと施工アンカーの材料　　　　・ 金属系アンカー　・ 接着系アンカー

ビニル床シート張り

Ｇ 種　類

※ 発泡層のないもの

・ 発泡層のあるもの

・

JIS の記号 色　柄

※ 柄物　　・ 無地

※ 無地　　・ マーブル柄

厚さ(mm)

工法　　※ 熱溶接工法　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　） [6.8.3]

□
※ ＦＳ ・　

ビニル床タイル張り

Ｇ 備　　考種　　　類 JIS の記号 厚さ(mm)

※ コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・ コンポジションビニル床タイル（軟質）

・ ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

・

・

・

□
ＫＴ

ＫＴ

※ 2.0

ＴＴ､ＦＴ

帯電防止床タイル張り

Ｇ

[6.8.2]

種　　　類 厚さ(mm) 性　　能

・ コンポジションビニル床タイル

・ ホモジニアスビニル床タイル

・

・

※ 4.0 又は 4.5

※ 2.0　・  

・

・

体積抵抗値（JIS K 6911）

または、漏えい抵抗値（JIS A 1454）

1.0X10  Ω以下9

1.0X10  Ω未満10

□

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び
　　注意喚起用床材）

[6.8.2]ブロックパターンは JIS T 9251 による

色彩は黄色を原則とする

屋　内　※ 塩化ビニル製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

　　　　・ レジンコンクリート製　　　

屋　外　※ レジンコンクリート製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

ビニル幅木 高さ(mm)　・ 60　・ 75　・ 100 [6.8.2]

カーペット敷き

[6.9.2～3][表6.9.1～2]

種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット､ループパイル併用

※ 無地

・ 柄物（標準品）

・

色柄等パイル形状 備　考

・ 織じゅうたん

消防法に定める防炎性能を有するものとし、防炎表示のあるものとする

耐電性　※ 人体帯電圧３kV以下      

[6.9.2～3][表 6.9.2]

・ カットパイル

・ ループパイル

・ カット､ループ併用

耐電性　※ 人体帯電圧３kV以下      

パイル形状

※ 5～7　・    

※ 4～6　・    

・

パイル長(mm) 工　　法

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

備考

・ タフテッドカーペット

※ ループパイル

パイル形状

[6.9.2～3][表 6.9.2]

種類

・ タイルカーペット

※ 第一種　・ 第二種

寸法

※ 500×500 ※ 6.5

総厚さ(mm) 備考

・ カットパイル

・ カット､ループ併用

耐電性　 ※人体帯電圧 ３kV 以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

・ ・

　　　　 ・　　

合成樹脂塗床

仕上げの種類種　　別

・ 弾性ウレタン樹脂系塗床材 ※ 平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂系塗床材 ※ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ（※ 平滑　・ 防滑）

・ 樹脂モルタル仕上げ（※ 平滑　・ 防滑）

・ 防滑仕上げ

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　　※ 規制対象外      ・ 第三種

防塵用塗料塗り 材料　水性アクリル系塗料　（※標準色　　・　　　　　）

塗布量　プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は 0.5 kg/ｍ 以上とする

仕上種別　　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ
2

　　　　　　 化粧有（トラバーチン模様）

9.5〈不燃〉　化粧無（下地張り用）

・ 2.5  ・ 3.5  ・ 5　・ 7

せっこうボードその他

のボード張り

・ けい酸カルシウム板

・ 普通木毛セメント板 Ｇ

・ 硬質木片セメント板 Ｇ

・ 普通木片セメント板 Ｇ

・ 硬質木毛セメント板 Ｇ

・ ロックウール化粧吸音板

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード(木目)

・ 普通合板（難燃処理）Ｇ

・ メラミン樹脂化粧板

・ ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞＧ

・ 単板張りパーティクルボード

・ ハードボード（素地）Ｇ

・ ロックウール吸音ボード 1号

・ グラスウール吸音ボード32Ｋ

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

　　※ 規制対象外         ・ 第三種

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材
　　・ 適用する（・ シーリング材　・ ジョイントコンパウンド）

種　類 厚さ(㎜)、規格等

・ インシュレーションボード Ｇ

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 30　　・ 

※ フラットタイプ  （※ 9〈不燃〉・ 12 ・　 　）

・ 凹凸タイプ（※ 12〈不燃〉・ 15 ・ 19 ・　  ）

※ 12.5〈不燃〉　・ 9.5〈準不燃〉

12.5〈不燃〉

9.5

※ 25　 ・　

※ 25　 ・　

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18 　・　

・ Ｔ-ＩＢ   ・ Ａ-ＩＢ   ・ Ｓ-ＩＢ   

・ 素地　・ ＲＮ-ＨＢ  ・ ＲＳ-ＨＢ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18 　・　

・ 3  ・ 7  ・ 9　・ 12

12.5〈不燃〉　幅 440mm 程度

・ 無研磨板ＶＮ　 ・ 研磨板ＶＳ

JIS K 6903 による　　厚さ 1.2

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

模様（※ 柾目　・ 板目）　　専用下地材付き

□

□

□

□

□
□
□
□

フローリング張り

※ 天然木化粧複合フローリング Ｇ ※ なら

・

・ひのき

・

工　法材　種種　　別

※ 塗装品

・ 無塗装品

畳敷き

下地の種類 畳の種別

改修標仕  表 6.5.9 による床組

ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ ）

※  Ｂ 種 　 　

※  Ｃ 種 　 　

畳表及び畳床は VOC 含有量が少ないものとする

ポリスチレンフォーム

床下地材

ノンフロンのもの Ｇ

畳下地　　　　　　厚さ(mm)　※ 40　・ 65　・ 80　　〈不燃〉

フローリング類　　厚さ(mm)　※ 80　・ 95 　　　　　〈不燃〉

□

□

□ ・ 釘どめ工法(C種)

※ 接着工法

・ 単層フローリング Ｇ□
・１種　・２種　・３種

仕上げ塗装等

間伐材等の適用　 ・ 有　 ・ 無

ホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外      ・ 第三種

・ﾎﾞｰﾄﾞ　・ﾌﾞﾛｯｸ　・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り
・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗りﾜｯｸｽ塗
・生地のままﾜｯｸｽ塗

〈16.7.3〉[5.13.3]

〈16.7.2〉[5.13.2]

〈19.5.1〉[6.12.2､3][表 6.12.1]

〈19.9.1～2〉[6.13.2][表 6.13.1]

〈19.4.1～2〉[6.11.2～7][表 6.11.1～5]

〈19.8.1～2〉[6.10.3][表 6.10.4～8]

〈14.4.2～3〉[6.7.3][表 6.7.1]

〈14.5.2～3〉[6.6.2][表 6.6.1]

〈19.6.1～2〉[6.8.2]

〈19.7.1～2〉[6.8.2]

 ※ 既存仕上面全体　・ 外断熱改修面

（高圧ポンプ洗浄による） ・ 外断熱非撤去面

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・ 適用する　遮音性の等級（ T-2 ）

造作家具･棚･建具枠等

※ 2.0 ・ 2.5

※ 0.8FK　タイプ２(無石綿)　(・ 6　・ 8　・ 10　)

・ 12.5〈不燃〉　・ 15.0〈不燃〉　・ 21.0〈不燃〉

・ 化粧ボード（・　6　　・　　　・　　　 ）

断熱ドアセット、断熱サッシ　  　　・ 適用する　断熱性の等級（ H-2 ）

改修特記仕様書（3）
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12

13

14
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16

17

18
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Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．

・・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則

－

6 壁紙張り

壁紙の種類

紙 繊維 プラ その他 無機質
施工箇所 防火性能 備　考

(織物)(ビニル)(化学繊維)

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

素地ごしらえ

　モルタル、プラスター面　　※ RB 種　　・ RA 種（施工箇所：　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※ RB 種　　・ RA 種（施工箇所：　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　※ 規制対象外　　・ 第三種

モルタル塗り材料 吸水調整材 [6.15.3]

界面破断率（％）

50 以下1.0 以上

吸水性（ｇ）

30分間で１ｇ以下

全固形分（％）

表示値 ±1.0 以内

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤（JIS A 1404 による試験）

セメント重量の 70％以上 80％以下95％以下

吸水比 透水比

ＫPa/h
294.0　始発　1 時間以上

　終結　10 時間以内

JIS R 5201 の試験8 において

凝結時間混合割合

５％以下

曲げ･圧縮強度比

既製目地材　※ 適用しない　・ 適用する

　膨張性のひび割れおよびそりがないこと。（JIS R 5201 の試験 9 ）

陶磁器質タイル張り タイルの種類 [6.16.3]

内装タイル　　　　※ 壁タイル接着剤張り　　・ 積上げ張り

タイルの見本焼き　　※ 行わない　　・行う（※ 外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

施 工 箇 所

主な用途区分

(mm)

吸水率区分 釉薬 色役物形状･寸法 耐凍害性
備考

再生材
適用

Ⅰ類 Ⅱ類 施釉 あり なし 標準 特注無釉Ⅲ類 あり なし□Ｇ

材料 屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※ 規制対象外         ・ 第三種

下地調整 [7.2.2～7][表 7.2.1～7]

  1

  2

下地面の種類 下地調整の種別 備　　考

木部 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

亜鉛めっき面 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

鉄鋼面 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

亜鉛めっき面（鋼製建具） ※ ＲＢ種　・ ＲＣ種

モルタル、プラスター面 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種

コンクリート、ＡＬＣパネル面 ・ ＲＡ種　※ ＲＢ種 （2-UE）、（2-ASE）及び
（2-FUE）は除く

　※ 行わない　・ 行う（補修範囲及び補修方法は図示）

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修 [表 7.2.4～6]

　3 塗装塗り [7.4.2～7.15.2][表7.4.1～7.15.1]

工　程

塗替え
塗 装 の 種 類

新　規

・合成樹脂調合ペイント塗り

　（ＳＯＰ） ※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　 ※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　 ※Ｂ種　・　

・フタル酸樹脂エナメル塗り

　（ＦＥ）

※Ｂ種

・　

※Ｂ種

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

・Ａ種 ※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・B-1種 ・B-2種

・A-1種 ・A-2種

・C-1種 ・C-2種

・A-1種 ・A-2種

・B-1種 ・B-2種

・C-1種 ・C-2種

　（ＥＰ－Ｇ）

※ Ａ 種 　

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

　塗料（ＮＡＤ）

　エマルションペイント塗り

・合成樹脂エマルション

　ペイント塗り（ＥＰ）

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・合成樹脂エマルション模様

　塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

・クリアラッカー塗り（ＣＬ） ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

[7.4.2]

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

木部（外部）[7.4.3]

木部（内部）[7.4.3]

鉄鋼面　[7.4.4]

亜鉛めっき鋼面　[7.4.5]

鋼製建具　[7.4.5]

塗　装　面

屋内木部　[7.6.2]

鉄鋼面　[7.6.3]

亜鉛めっき鋼面　[7.6.3]

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面

鉄鋼面　[7.8.2]

　上塗り

　・１級

　・２級 (ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

　・３級 (ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

(ふっ素樹脂塗料)

亜鉛めっき鋼面 [7.8.3]

　上塗り

　・２級

　・３級

コンクリート面

押出成形セメント板面

屋内木部 [7.9.3]

屋内鉄鋼面 [7.9.4]

コンクリート面 [7.9.2]

モルタル面 [7.9.2]

プラスター面 [7.9.2]

せっこうボード面 [7.9.2]

塗装面 [7.10.2]

コンクリート面 [7.10.2]

モルタル面 [7.10.2]

プラスター面 [7.10.2]

せっこうボード面[7.10.2]

屋内ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうボード面、

木部等 [7.11.2]

木部 [7.12.2]

木部 [7.5.2]

屋内亜鉛めっき鋼面[7.9.5]

※Ａ種

　1 アスベスト含有分析

調査

分析によるアスベスト含有建材の調査

　・ 行う（下表による）

[9.1.1]

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）調査箇所

分析対象

　※ アスベスト ６種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

　　　　　　　　　　　　アンソフィライト、トレモライト）

分析方法

　※ JIS A 1481 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

分析結果については、監督職員に提出すること。

　2 アスベスト粉じん アスベスト粉じん濃度測定

　・ 行う（測定名称及び測定点は下表による）

[9.1.1]

測定場所測定時期測定名称

処理作業室内

・ 測定 2 施工区画周辺又は敷地境界

備　考
(各施工箇所ごと)

－

・ 測定 3 処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

負圧･除じん装置の排出口

(処理作業室外の場合)

－

性能確認

除じん装置の

空気の流れを確認

施工区画周辺又は敷地境界・ 測定 6

処理作業室内 －

－

・ 測定 8 施工区画周辺又は敷地境界

－処理作業室内・ 測定 9

・ 測定 10

処理作業前

処理作業中

処理作業後

処理作業後シート

撤去後１週間以降 調査対象室外部の付近 －

測定箇所　※ 図示　　

・ 測定 1

測定点

各　1　点

各　1　点

各　1　点

各　1　点

計　4　点

各　1　点

計　4　点

各　1　点

計　1　点

濃度測定

内
装
改
修
工
事

9

環
境
配
慮
改
修
工
事

塗
装
改
修
工
事

7 アスベスト粉じん濃度測定方法

　アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K 3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

計数機器 位相差顕微鏡

測定 1,2,4,6,7,8,9,10

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

総アスベスト繊維数 200 本又は視野数 50 視野

直径 3μm 未満、長さ 5μm 以上、長さと直径比 3:1 以上

50 f/l

25 mm

試料の透明化

試料の吸引時間

定量限界

計数アスベスト

測定 3

1 l/min

5 min

測定 5

試料の吸引流量

計数条件

0.5 f/l

5 l/min

120 min

0.3 f/l

10 l/min

240 min

47 mm

報告書の作成（記録する項目）
ア、測定結果
イ、測定時間
ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）
エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）
オ、マウンティング方法
カ、顕微鏡視野面積、計数視野数
キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

  3 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付け材

の除去（レベル1）

アスベスト含有吹付け材の除去

仕様とする。

除去物及び汚染物質等

　処理方法

　　※ 密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、

粉じん機フィルタについても密封処理を行う。

　　・ セメント固化

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

の除去（レベル 2）

アスベスト含有保温材の除去  4

計　 　点

※ 測定 4

※ 測定 5

4方向各1点

4方向各1点(隔離ｼｰﾄ撤去前)

※ 測定 7

接着強度（N／m㎡ ）

カーテン

・・

[2.3.1][5.1.6]・ 既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

装　置

手引ひも引電動

形　式

片引 引分
備考ひだの種類 性   能

・ ・・ ・・

・ ・・ ・・

・ ・・ ・・

(20.2.14)

施工箇所

・ 新設する（ ※ 防炎加工品　　・　　　　　　　）

カーテンレール ・ 既存再使用する

・ 新設する

[5.1.6]

材　種　※ アルミニウム製　　・ ステンレス製

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

・ 既存再使用する [5.1.6]

・ 新設する

　　溝幅×深さ（mm）　・ 90×150　・ 120×80　※ 120×150　・ 150×80　・　

　　色彩　　　※ Ｂ-１　・ Ｂ-２（※ ブラウン系　・ ブラック　・ ステンカラー）

天井点検口

床点検口 材　質　・ アルミニウム製（受け枠　アルミ製）

　　　　・ ステンレス製　（受け枠　ステンレス製）

材　質　アルミニウム製（※ 額縁タイプ　　・ 目地タイプ ）

※ 木製　　　・図示

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

材　　種　　ステンレス SUS 304

形　　状　　ビニルタイヤ入り

取付け工法　※ 接着工法　・ 埋込み工法

幅(mm)　　・35　・　

(20.2.6)

　　　　　　両端フラットエンド　※ 有り（・ステンレス製　※ ビニル製 ）　・ 無し

階段滑止め

 34 階段手すり 種　　別 施工箇所

※ 集成材クリアラッカー仕上げ

・ ビニル製ハンドレール

黒板及び

　ホワイトボード 種　類 寸法(mm)

・ 黒板

・ ホワイト

　 ボード

※ 焼付け

※ ほうろう

表示 衝突防止表示

　    　　（※ 両面　・ 片面）

(20.2.10)

色　彩 備　　考

※ 緑 ・ 黒

※ 白

※平面　・ 曲面　・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

※平面　・ 曲面　・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

(20.2.8)

   ・ 図示（市販品　※ ステンレス製　径約 30 mm　　・　　　　　 ）

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識　案内用図記号については JIS Z 8210 によるほか、図示による。

ブラインド ・ 既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

・ 新設する

[2.3.1][5.1.6]

(20.2.12)

形　式 種　類

※ 横型

・ 縦型

※ ギヤ式　　・ コード式

・ 操作棒式

・ １本操作コード

※ ２本操作コード

スラットの幅(mm)

※ 25

・ 80

・ 100

スラットの材質

※ アルミニウム合金製

・

・ アルミスラット

・ クロススラット

ロールスクリーン

(20.2.13)

防炎性能　※ 有り

製造所　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

装　　置

電動 手引
施工箇所 幅、高さ

・ ・

備   考

トイレブース (20.2.5)表面仕上げ材　※ メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　※ 幅木型　・ 足金物型

            

塗り

セルフレベリング材 [6.17.2][表 6.17.1]種類　　・ せっこう系　　・ セメント系

断熱材

種　類 施工箇所 厚さ(mm) 品質等

・ 押出法

　ポリスチレン

　フォーム保温材

・ 現場発泡断熱材

 ※ 2 種 ｂ

 ※ 3 種 ｂ

 ※ A 種 

 ※ A 種 1  ※ 断熱材補修部分

 ※ 一般部

 ・ 接地部分

 ・

 ・一般部

 ・

・ ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

　 保温材

 ノンフロンのもの Ｇ

 ノンフロンのもの Ｇ

 ノンフロンのもの Ｇ

 ノンフロンのもの Ｇ

※ 25

※ 25

・  

・  

・  

※ 25

□

□

□

（スキン層付）

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量

　※ 規制対象外      ・ 第三種

※ 難燃性

□

浴室天井材 市販品

※ アルミニウム製

材　質 表面仕上げ 性　能 幅(mm)

※ 焼付け塗装品

備　考

回り縁は樋付きとし

製造所の標準品と

する。

 準不燃品

・ 100

※ 200

・ アルマイト処理品

フリーアクセスフロア (20.2.2)

(mm) 水平力

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ ﾊﾟﾈﾙ構法

・ 溝構法

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

耐震性能 5,000 N、高さ 300 以上については、平成元年建設省告示第 1322 号「耐震型フリー

アクセスフロアの開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

スロープ及びボーダー　　　※ 製造所の標準仕様　　・ 図示

コンセント等の取付け対応　※ 製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

配線用取り出しパネル　　　配線取り出し開口：パネル 1 枚につき 40mmＸ 80mm 程度の

　　　　　　　　　　　　　開口 1 ヶ所以上

　　　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

空調用吹き出しパネル　　　※ 無し

　　　　　　　　　　　　　・ 有り（※ 固定式　　・ 可変式　：施工箇所は図示）　　　

適用地震時
耐荷重性能

仕上り高
構　法施工箇所 表面仕上げ材   備  考  

　　　　　　　　　　　　　　 コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　　 ※ 20～30 パーセント　

表面仕上げ材の品質・規格等は、各内装工事による

可動間仕切 (20.2.3)

総厚さ(mm) 厚さ(mm)
構造形式 表面仕上げ

パネル部の 表面材種

・ スタッド式

・ スタッドパネル式

・ パネル式

（※ 0.6　・0.8）

※ メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・  

(20.2.4)

遮音性能 厚さ(mm) 表面材 表面仕上げ 操作方法

・ 一般タイプ

・ 遮音タイプ

（ 36 db 以上）

遮音性能は JIS A 6512 の遮音試験に準拠する

・ あり

移動間仕切

（　　）

表面仕上げの壁紙張りの品質は 24 壁紙張りによる

※ 鋼板

・

※ 鋼板

・

・ 焼付け塗装

・ 壁紙張り

・ 焼付け塗装

・ 壁紙張り

・ 手動式 ・ 電動式

・ 部分電動式

・ 手動式 ・ 電動式

・ 部分電動式

・ ※ 鋼板

・ ・ なし

・ あり

・ なし

性能

遮音 防火
性能

屋内掲示板 枠の材質　　※ アルミニウム製

表面の材質　※ 塩ビ発泡シート張り　　

洗面カウンター 材　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　

奥行き(mm)　・ 約 450　　・ 約 600

収納家具

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

　　※ 規制対象外   ・ 第三種

(12.2.2)(19.7.2)

材質、形状、寸法         ※ 図示　　

備　　考

・可動式

防煙垂れ壁

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm)

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

※ 6.8

・

※ 500

・

アルミ製枠付き

・固定式

種　　類 材　　質

・垂直降下式

　（巻取り型）

※ 不燃布

（不燃認定品）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

備　　考

ガイドレール

　※ 固定式（壁埋込型）

　・ 可動式（天井収納型）

表面仕上げ

　※ 天井材張り　・　　

高さ(mm)

※ 500

・ 800

・

※ 500

・ 800

・アクリル樹脂系非水分散形

[7.7.2]

　・１級

(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗料)

(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料)

(ふっ素樹脂塗料)

[7.8.4]

[7.8.4]

・つや有合成樹脂

・ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ) ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

・ラッカーエナメル塗り(ＬＥ) 木部 [7.13.2]

木部 [7.14.2]

木部 [7.15.2]

・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ａ種 ※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種類　　※１種　・　　

　顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による。

・ 行う　　除去方法は 9.1.3 によるほか、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の

　・ 行う（※ 手ばらし　　・ 手ばらし以外）

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板

の除去（レベル 3）

アスベスト含有成形板の除去

　・ 行う（箇所：浴室天井、バルコニー隔て壁、外壁断熱材）
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　6 外断熱改修工事 断熱材の種類 [9.3.2]

・ロックウール　　・グラスウール

・硬質ウレタンフォーム（ノンフロン Ｇ ） ・フェノールフォーム

・押出法ポリスチレンフォームＡ種（ノンフロン Ｇ ）

・ビーズ法ポリスチレンフォーム（ノンフロン Ｇ ）□
□

□

厚さ(mm)材　料　名

外装材の種類 [9.3.2]

・ 防火性能

既存外壁の仕上材の撤去　　　　・有り　　　・なし

下地面の清掃及び下地調整　　※断熱材製造所の指定する仕様

[9.3.3]

通気層　　・有り（　　　　mm  )    ・なし [9.3.4]

・

試験施工、工法及び品質は、確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

特記無き事項は、製造所の仕様による。

　7 ガラス改修工事 複層ガラスの厚さ　　建具表による

断熱性・日射遮へい性による区分　　　　※ U3-1    ・ U3-2

[9.4.2]

　8 屋上緑化改修工事 Ｇ□ 植栽基盤及び材料

　※ 屋上緑化軽量システム

　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　※図示　

　　　見切材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　※図示　　

[9.6.1]

　9 透水性アスファルト

舗装改修工事 Ｇ□
路盤材料 [9.7.4][表9.7.5]

   ※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）Ｇ

   ・クラッシャラン鉄鋼スラグ（ＣＳ－４０）Ｇ

   ・クラッシャラン（Ｃ－４０）Ｇ

□
□

　透水性の高いものを使用する

   ・凍上抑制層　※再生クラッシャラン Ｇ  ・クラッシャラン　切り込み砂利　・砂□
   ・遮断層　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　　

[9.7.3][表9.7.2]遮断層、凍上抑制層及びフィルター層の材料（厚さは図示）

[9.7.3][表9.7.1]

   ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

盛土に用いる材料

路床安定処理

   ※添加材料による安定処理

[9.7.3][表9.7.3]

   　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種 Ｇ

　   　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　　　　　　 ・高炉セメントＢ種　Ｇ

□
□

路床土の支持力比試験    ※行う（※乱した土　・乱さない土）

路床締固め度の試験      ※行う

砂の粒度試験　　　　　　※行う

透水性アスファルト混合物

　   添加量　　　　kg/ｍ3 （目標CBR　※５以上　・　　　　）

   透水性アスファルト混合物等の抽出試験　※行わない　・行う

   歩道部　※ストレートアスファルト

[9.7.9]

[9.7.6][表9.7.8]

[9.7.3]

路盤の締固め度試験      ※行う [9.7.3]

 10 PCB含有シーリング材

処分

・第一次判定

   現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及びPCB含有分析の要否を判定する

　採取箇所　※図示　　・　　

   採取箇所数　　計　　箇所

・第二次判定

   専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う

   分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

除去範囲　※図示　　

撤去方法　・「標準施工要領書（日本シーリング工事業共同組合連合会／日本シーリング

　　　　　　材工業会）」による

   ・フィルター層　※ごみ、泥等の有機物を含まない砂　　・　　

〈19.10.1〉[6.14.2]

〈19.10.2〉[6.14.3][表 7.2.4][表 7.2.7]

〈19.11.1～3〉(19.9.2～3)

〈14.6.1〉(20.2.14)

〈25.4.3〉[9.1.3]

〈25.4.4〉[9.1.4]

〈25.4.5〉[9.1.5]

種　類 寸法(L=  mm) 適用内容

・ 流し台

・ コンロ台

・ つり戸棚

・ 水切り棚

（ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型）ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　※ 有り

トラップ付き ※ 優良住宅部品※ 1200　・ 1500  ・ 1800

※  600  ・  700

※ 1200　・  900  ・  600

※ 1200  ・  900 ｽﾃﾝﾚｽ製　※ 1段式 ※ 市販品

・

規格 ・ 品質等

流し台ユニット

採取箇所　　※　図示　　・　協議による

50

玄関､DK､洋室

洗面脱衣

便所

物入

壁､天井(防湿)

壁

壁(防湿)

壁

塗厚　　・   15 mm 25

 11 耐震改修範囲 ・　構造図参照

屋根材３ヶ所

内部仕上げ材５ヶ所

改修特記仕様書（4）
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 24

 26

 27

 28

 29

 30
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Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式株

Ｎ Ｏ ．

・・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則

－

・冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

図面番号 記　号

1　杭の解体 ※行う（解体工法　※引抜き工法　・破砕による解体）　・行わない（存置）

樹木の伐採伐根　樹木等2

3　地下埋設物

　埋設配管

地下埋設物及び埋設配管の解体

樹木の移植

・行う（範囲　※敷地内の樹木等全て　・図面番号 Ａ-38 による）・行わない○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○・行う（移植先 図面番号 ２/２ による） ・行わない

○

○・便槽撤去（撤去前及び後に防虫防臭消毒（ｵﾙﾄｼﾞｸﾛﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝとｸﾚｿﾞｰﾙの合剤程度）を実施）

※給水管撤去、プラグ又はキャップ止め（メーター及びボックス存置）

<3.9.2>

<3.10.1>

<3.11.1>

・汚水管撤去、キャップ止め（検査口撤去後杭表示）

4　設備機器等 解体事前処理（油類タンク）

解体事前処理（冷媒）

　応じて残油を抜き取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。

・燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

・冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

図面番号 記　号

・解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に

・雑排水管撤去、排水先の構造物（Ｕ字溝等）の補修

・雑排水処理槽撤去○

○

5　屋外設備等 電柱の撤去　・行う（図面番号 ２/２ による） ・行わない（存置)

外灯の撤去　・行う（図面番号 ２/２ による） ・行わない（存置）

6　解体後の整地 解体後の埋戻し、すきとり及び盛土

埋め戻し　・行う（・発生土　・山砂の類　・再生砕石（40-0）） ・行わない

<3.12.1>

盛土　　  ・行う（・敷地全体t=100　・図面番号２/２による）・行わない（地均し程度）

盛土の材料　・山砂の類　・他現場の建設発生土の中の良質土　・再生砕石（40-0）　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 ○

仕 様 書

 Ⅰ　工事概要

　１．工事場所

　２．工事内容

 Ⅱ　解体工事仕様

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて下記の最新版による。

　１．共通仕様

（１）長野市建設工事共通仕様書

（２）公共住宅事業者等連絡協議会監修「公共住宅建設工事共通仕様書｣

　　　　　　　　　○

　　　○

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と ※印の付いた場合は、共に適用する。○　　 ○

（４）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)･同指針」

（５）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)･同指針」

　２．特記仕様

（３）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説」（以下、「解体共仕」という。）

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

項　　目章 特　　記　　事　　項

１

（３）特記事項に記載の<     >内表示番号は、解体共仕の当該項目を示す。

2

４

　再資源化等 <4.4.1>

　建設廃棄物の種類 　備　考

　・コンクリート

　・コンクリート及び鉄からなる建設資材

　・木材

　・アスファルトコンクリート

　・金属類

　・小形二次電池

　・蛍光ランプ、HIDランプ

1　一般事項 ※本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

　総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該シス

　テムにデータ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及

　び再生資源利用促進計画書を工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成

　し、監督職員に提出するものとする。

　（ＰＣ板、コンクリート平板、コンクリート二次製品）

3　現場利用する再資源化

　された建設廃棄物

<4.4.1>

　名　称 　仕　様 　数量 　備　考

4　産業廃棄物広域認定

　制度の活用

<4.4.2>

　種　類　 　備　考

※所在地は現場説明書による

5

6

　最終処分する

　建設廃棄物

　処理に注意を要する

　建設廃棄物

※最終処分施設の名称、所在地は現場説明書による

※最終処分施設の名称、所在地は現場説明書による

　名　称

　名　称

<4.5.1>

<4.4.4>

　仕　様

　仕　様

　備　考

　備　考

　数量

　数量

　・ＣＣＡ処理木材

　・ひ素混入石膏ボード

　・カドニウム混入石膏ボード

　（ヒ素又はﾀﾞｲｵｷｼﾝ

　　含有石膏ﾎﾞｰﾄﾞ）

・ある(指定処分場：　　　　　　　　　　　　　　　）

※下記の工場で製造された石膏ボードに該当する場合は指定場所に処分すること

　・小名浜吉野石膏（株）いわき　工場商品名：「タイガーボード」

　　工場名の表示：「吉野石膏OY」　製造期間：昭和48年～平成9年4月

　　JIS許可番号：277057,265024

　・日東石膏ボード（株）八戸工場　商品名：「アドラせっこうボード」

　　工場名の表示：「日東石膏ボード」　製造期間：平成4年10月～平成9年4月

　　JIS許可番号：265023,265024

　特定廃石膏ボード7

　・硬質塩化ビニル管、継手

　・その他の石膏ボード

・図示

15 　施工調査

・　　箇所

・図示

・　　箇所

・図示

・　　箇所

　産業廃棄物等の種類

　分別調査を行う特別管理 　採取する部位

　又は箇所等

　採取する数量 　備　考

<5.1.2>

・第一次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

ＰＣＢ含有シーリング材

・絶縁油のＰＣＢ含有量の分析は、「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る

　基準の検討方法（平成４年７月３日 厚生省告示第192号）」又は「絶縁油中のポリ塩化

　ビフェニルの分析方法規定（電気技術規定JEAC1201-1991）」により行う。

・焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査は、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキ

　シン類暴露防止対策要綱（平成13年４月25日付基発第401号）」により行う。

ＰＣＢを含む機器類

ダイオキシン類

　の処理

　特別管理産業廃棄物2

　特別管理産業廃棄物

　の種類

　・廃石綿等

　・燃えやすい廃油

　仕　様 　数量 　備　考

※処理施設の名称、所在地は現場説明書による

　・廃ＰＣＢ

　・ＰＣＢ汚染物

　・廃酸（ＰＨ２以下）

　・廃ｱﾙｶﾘ（ＰＨ12.5以上）

<5.4.1>

3 引渡しを要する機器類 <5.4.3>　ＰＣＢを含む機器類

※ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニール）含有機器ありの場合、電気照明等ＰＣＢを含有する機

　器は取外しの上鉄箱に収め、所定の表示を行い監督職員の指示に基づき監督職員に引渡

　すこと。（鉄箱は請負者負担)

4 撤去方法

撤去範囲

　ＰＣＢ含有

・「標準施工要領書（日本シーリング工事業協同組合連合会/日本シーリング材工業会）」

※（図示　/　図による）　　

　シーリング材

　による。

<5.4.4>

6
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（６）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事それぞれの工事標準仕

　　　様書を適用する。

　　　労働安全衛生法、環境基本法、大気汚染防止法、石綿障害予防規則その他関係法令を遵守し作業を行うこと。

　　　また、「建設工事公衆災害防止対策要綱」（平成５年１月12日　建設省経建発第１号）及び「建設副産物適正

　　　処理推進要綱」（平成５年１月12日　建設省経建発第３号）に従い、工事の施工に伴う災害の防止及び環境の

　　　保全に努めること。また、工事に伴い発生する廃棄物は選別等を行い、リサイクル等再資源化に努めること。

　　　なお、必要な官公庁への手続き及び安全上必要な電気関係者等の協議については原則として請負業者が行うこ

　　　と（公害防止条例、道路占用許可、道路使用許可、市道通行制限願、石綿障害予防規則作業届、既存建築物に

　　　おける吹付けアスベスト等及びアスベスト含有建材の適正撤去・処分に係る実施要領　他）。

　　　係法令に基づき適正処理をすること。

　　　低公害工事機材の使用、工事従業者への教育など、施工にあたって細心の注意を払うことにより、工事の環境

　　　への影響を極力少なくするよう配慮すること。なお、具体的な計画を施工計画書に記載して実践するものとす

　　　る。

　　　慮した材料の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ重機の使用による省エネルギーの推進、

　　　粉塵防止に努めること。なお、着手前に提出する施工計画書に使用機器が低振動・低騒音型であることがわか

　　　る資料（カタログコピー等）を添付する。また、解体作業に低振動・低騒音型機械を使用していることがわか

　　　る写真（重機ステッカー等）を撮影し、工事写真の一部として竣工時に提出すること。

　　１）長野市が発注する建設工事（以下「発注工事」という。）において、暴力団員等による不当要求又は工事妨

　　　　害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。また、不当介入があっ

　　　　た時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　　２）上記により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記載した

　　　　書面により発注者に報告すること。

　　　　合は、発注者と協議を行うこと。

　　３）発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場

　　　置により散水を実施すること。なお、散水した水が近隣へ流出しないよう適切な措置を講ずること。

　　　こと。

（10）工事着手前に入居者に対して工事内容、工程等を記した通知文を作成及び配布し、工事概要を説明すること。

　　　ること。

　　　業者の処分場へ委託することとし、あらかじめ当該事業者許可証の写しを提出すること。

　　　から許可を取得しているものに委託するものとし、あらかじめ委託契約書の写し及び当該事業者許可証の写し

　　　を提出のこと。なお、特別管理産業廃棄物（廃石綿等）の収集、運搬、処分（中間処理含む）を委託する場合

　　　は、特別管理産業廃棄物収集運搬業者及び特別管理産業廃棄物処分業者に委託すること。

　　　等を運搬車両の両側面に表示し、必要事項を記載した書面を携帯すること。

　　　ること。また、竣工時に産業廃棄物処分場及び処分状況写真、マニュフェスト表（Ａ、Ｅ）の写しを提出する

　　　こと。（Ａ、Ｅ以外は監督員の指示があった場合及び竣工検査時に提示のこと。）

（４）工事に当たっては、建設工事に係る資源の再資源化等に関する法律、建築基準法、振動規制法、騒音規制法、

（５）廃棄物の処理にあたっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「特定家庭用機器再商品化法」等関

（６）工事にあたっては、長野市環境方針（最新版）を十分に配慮し、設計書及び標準仕様書はもとより、環境に配

（７）解体工法は、低振動・低騒音型の機械器具等の選定に心がけ、防音シートや散水等により振動・騒音の減少、

（８）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

（９）本工事における必要な諸手続き等は原則として、請負者の責任において行うこと。

（11）入居者、通行人及び作業員の安全確保、並びに個人所有物及び公共施設の保護に災害及び事故の防止に努める

（12）飛散防止に注意し、あらかじめ周辺に適切な養生を行うこと。

（13）防塵対策として、解体工事にあたっては建物高さ以上に飛散防止幕を設置し、撤去物を充分湿潤できる散水装

（14）隣接する建物及び樹木等に破損が生じぬよう養生は禁固におこなうこと。

（15）作業時間、騒音振動については、近隣住民に配慮し、関係法令を厳守すること。

（16）工事の着手に先立ち、実施工程表、施工計画書、使用材料の品質性能証明資料等を監督員に提出し承諾を受け

（17）施工計画書作成の際に、作業時間、安全管理及び搬入計画等について打合せすること。

（18）現場内では、廃材等の焼却はおこなわないこと。

（19）火気に注意し、火災等の事故を起こさないようにすること。

（20）作業に支障となる移動可能な備品類等は移設復旧を行うこと。

（21）疑義が生じた場合は、監督員と速やかに協議し、その指示による。 

（22）廃棄物は自らが廃棄物の収集、運搬をして、自社の処分場で処理するか又は県知事の許可を取得している処分

（23）廃棄物の処理を委託するときは、廃棄物処理法に基づく産業廃棄物の収集、運搬及び処分を業として、県知事

（24）工事に伴う廃棄物を収集運搬する際には、産業廃棄物を収集運搬している旨の表示、排出事業者名、許可番号

（25）工事に伴い発生する産業廃棄物は適正に処分し、事前に産業廃棄物処分業者の許可書、契約書の写しを提出す

※国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領（平成28年版）・同解説

<1.1.4>適用する（工事カルテ：請負金額500万円以上）

　書類の書式等 <1.1.5>

<1.2.3>

<1.3.10>構外搬出適切処理

　建設副産物対策等の

　責任者

<1.3.2>※建設副産物対策責任者を選任する。

・特別管理産業廃棄物管理責任者を選任する。

・産業廃棄物処理責任者を選任する。

<1.3.5>下記以外は現場説明書による。

・建設発生木材仮置場　（※図示　　・　　　　　　　　　　　）

<1.3.3>適用する（敷地内の残存建物の電源改修）

　工事実績情報の登録

　工事の記録

　発生材の処理

　施工条件

　電気保安技術者

工事の記録

公共建築工事標準書式による。

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「営繕工事電子納品要領（平成24年版）」による。

　工事写真の撮り方　建築編」による。

1

2

3

4

5

6

7

　・ガラス

　３．工事種目 ・仮設工事

・解体工事
・建設廃棄物の処理
・特別管理産業廃棄物等の処理等
・アスベスト含有建材の除去等

の解体工事である。

　解体後の侵入防止柵7

・杭丸太 H=2,000（根入H=800）＠2,500、ロープ２段

※単管φ48.6（頭キャップ共）H=2,000（根入H=800）＠2,500、ロープ２段

・設置しない

すきとり　・行う（・敷地全体t= ・図面番号２/２による）搬出先：指定なし　・行わない　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○

盛土に当たっては、各層30ｃｍ程度毎に締め固めること。

　　　　　　実運搬距離と差異が生じた場合は変更協議の対象とする。

　　　　　・発生土搬出先として計上した運搬距離：９km

<1.4.1>　施工計画調査 ※行う

※アスベストの処理にあたっては、解体共仕6.1.2の外、特記仕様6.2施工調査による。

8

長野市三輪２丁目24-1

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

3

4

5

6

　監督員事務所

　工事用水

　工事用電力

　交通誘導員

規模及び仕上げの程度（　　　　　　　　　　　　　）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

<2.3.1>・既存建物内の一部を使用する     ・構内に設置する

設置範囲及び高さ

・騒音計及び振動計を設置し測定する

騒音・粉塵等の対策　騒音・粉塵等の対策 <2.2.1>

イン」（厚生労働省　平成21年４月）の「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に

適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更

の作業は、同ガイドラインの「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２

の（２）手すり据置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

総則編１.３.１足場、その他の２に規定されている「手すり先行工法等に関するガイドラ

<2.2.2>

２ 1

　足場その他2

仮
設
工
事

※防音パネル　　・防音シート（防炎Ⅰ類）　　・養生シート（防炎Ⅰ類）

足場その他

　工事で設置する足場については、「公共住宅建設工事共通仕様書(平成 25 年度版)」の

※（図示　仮設計画図 による）　　

配置する（人数：仮設計画図による　）

３

解
体
施
工

1　解体方法 ・解体工法は､低振動・低騒音型の機械器具等を使用し､防音パネルや散水等により振動・騒音

  の減少､粉塵の防止に努めること。なお､着手前に提出する施工計画書に使用機器が低振動

  低騒音型であることがわかる資料(カタログコピー等)を添付し､また､解体作業に低振動・低

  騒音型機械を使用していることがわかる写真(重機ステッカー等)を撮影し、工事写真の一部

  として竣工時に提出すること。

・振動・騒音計を設置し管理して紀録を付ける。

・重機下及び解体材落下集積塙所下に古タイヤ･ゴムマット等を敷き､振動防止対策を行うこと。

・解体方法及び手順は､「分別解体等に係る施工方法に関する基準（建設リサイクル法規則第２

　条）」による。

・ジャイアントブレーカーは可能な限り使用しないこと。

　適用基準等1 (1)既存建築物における石綿使用の事前診断監理指針（日本石綿協会）

(3)建築物解体等に伴う石綿飛散防止対策について（環境省環境管理局大気環境課）

(4)建設・解体工事に伴うアスベスト廃棄物処理に関する技術指針（日本廃棄物対策協会）

(5)石綿粉じんへのばく露防止マニュアル（建設業労働災害防止協会）

(2)既存建築物の吹付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術指針・同解説（日本建築ｾﾝﾀｰ）

　施工調査

　（４）施工範囲等の確認

　（３）アスベスト成形板使用数量の確認

　（２）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　（１）アスベスト成形板使用部位の確認

現地調査 <6.1.2>

現地調査の結果、アスベストの有無が不明の場合

・アスベスト有とみなす（吹付け材以外）

※アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

　※ 定性分析　　・定量分析

　アスベスト粉じん

　濃度測定

<6.1.3>アスベスト粉じん濃度測定（測定名称及び測定点は下表による）

　光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

　第１項に規定する作業環境測定機関名簿に登録されている者のうち、作業環境測定法施

　行規則（昭和50年労働省令第20号。以下「施行規則」という。）別表第１号に規定する

　作業場について、測定法第２条第２号に規定する作業環境測定を行うことができるもの

　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

　測定機関は、作業環境測定法（昭和50年法律第28号。以下「測定法」という。）第33条

　アスベスト粉じん濃度測定は、JIS K 3850-1「空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：

　である監督員の承諾した作業環境測定機関とする。また、施行規則第55条に規定する作

　環境測定機関登録証（作業環境測定を行うことができる作業場の種類が施行規則別表第

　１号に規定する作業場であるもの。）の写しを提出すること。

※特定粉じん排出等作業実施の届出を行うこと。

測定箇所　※図示

・ 測定 1

・ 測定 3

・ 測定 6

・ 測定 8

・ 測定 9

(処理作業室外の場合)

性能確認

空気の流れを確認

　測定名称 　測定時期 　備　考

　処理作業前

　処理作業中

　処理作業室内

　施工区画周辺又は

　敷地境界

　処理作業室内

　ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

　負圧・除じん装置

　の排出口

除じん装置の

　施工区画周辺又は

　敷地境界

　処理作業後

　(ｼｰﾄ養生中)

　処理作業室内

　施工区画周辺又は

　敷地境界

　処理作業室内　処理作業後ｼｰﾄ

　撤去後1週間以降 　調査対象室外部

　の付近

　計　　点

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－

　－・ 測定 10

・ 測定 2

　測定場所 　測定点

（各施工箇所）

※ 測定 4

※ 測定 5

※ 測定 7

○

　　１点

　２点又は３点

　４方向各１点

　２点又は３点

　　１点

　４方向各１点

　２点又は３点

　４方向各１点

　２点又は３点

○

○

○

計数機器

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

試料の吸引流量

試料の吸引時間

試料の透明化

計数条件

計数アスベスト

　測定3

　位相差顕微鏡

　25mm

　1 l/min 　5 l/min 　10 l/min

　47mm

　5min 　120min 　240min

　アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

　総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

　直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上

　50 f/l 　0.5 f/l 　0.3 f/l

アスベスト粉じん濃度測定方法

　測定5 測定1,2,4,6,7,8,9,10

報告書の作成（記録する項目）

ア、測定結果

イ、測定時間

ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）

エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

オ、マウンティング方法

カ、顕微鏡視野面積、計数視野数

キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等

アスベスト含有吹付け材の除去

除去物及び汚染物質等

処理方法

※密封処理（二重袋梱包）

・セメント固化

アスベスト含有保温材の除去

<6.3.2>

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、粉じ

ん機フィルタについても密封処理を行う。

4　ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付け材

　の除去（レベル１）

　の除去（レベル２）

者の仕様とする。

除去方法は、解体共仕６.３.２による他、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業

　材　料　名　材　料　名

　・石綿保温材

　・けいそう土保温材

　・パーライト保温材

　・けい酸カルシウム保温材

　・水練り保温材

　・耐火被覆板（石綿成型板）

　・けい酸カルシウム板　第二種

　・屋根折板用断熱材

　・煙突断熱材

作業上の隔離

※行う

・行わない

<6.4.2>

2

3

5

　調査結果は図面及び写真により記録し、解体共仕6.1.2(1)ア～クの項目と併せて記載し

　監督員に提出する。

　（図面に記載された成形板及び使用範囲のみでなく、工事範囲全体の確認を行うこと。）

・監督員と協議する。

・分析調査を実施する。

○

　調査方法（１材料あたりの試料数：3サンプル）

　分析対象：アスベスト ６ 種類（ｱﾓｻｲﾄ、ｸﾘｿﾀｲﾙ、ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ、ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ、ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ、ﾄﾚﾓﾗｲﾄ）

　分析方法：JIS A 1481 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

　分析結果については、監督員に提出すること。

0　アスベスト含有建材の除去及び処理に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　コンクリート

　鋼板

　コンクリートブロック

　既存断熱材

ついては改修特記仕様書による。

解体特記仕様書

国補 市営住宅返目団地24-2号棟全面改善建築工事　設計図（解体）
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市営住宅返目団地24-2号棟(ＲＣ造５階建て床面積1,597.80㎡、昭和48年建築)
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・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則

国補　市営住宅返目団地24-2号棟全面改善建築工事 工事区分表

昇降路出入口側内壁・かご前端125mm以上の場合の

フェッシャープレート設置

○

○

○

昇降路頂部の煙感知器点検口、ＥＬＶ連動ＳＷ取付

昇降路頂部の煙感知器の設置工事

○

○

○

○

Ｅ
Ｌ
Ｖ

エアコンは別途

○

各々設置撤去）

（電気・機械の単独工事分は
仮設の設置撤去（仮囲い、内外部足場） ○

各種申請手続き等（建築基準法、労働基準法、消防法他） ○○○

○

点検口設置の下地の補強

○

機
械

電
気

建
築

機
械

電
気

建
築

機
械

電
気

建
築

機
械

電
気

建
築

８．事務室ほか

衛生器具

○

○洗濯機パン

○浴室及び便所の床排水金物

洗面化粧台

換気機器

レンジフード

○流し台・つり戸棚・水切り棚・ビルトインガスコンロ５．流し台まわり

○

○

○

空調室外機基礎

　（基礎部）

○

○消火器

○防火戸

ガスもれ

防火シャッター

一般用手すり ○

○

○ＡＬＣ板・石の設備機器取付用穴明け

誘導標識

洗面器取付の下地の補強

衛生器具、手すり補強下地 ○

工事用電力・水道・下水・燃料

電極棒

との渡り配線

との渡り配管及び位置ボックス

天井吊り形ＦＣＵ及び全熱交換形換気扇と操作スイッチ

天井吊り形ＦＣＵ及び全熱交換形換気扇と操作スイッチ

○機器類・実験台などへの接続（直接接続するもの）

注油口内アース端子よりのアース用配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

○

○

○

換気扇類スイッチ設置・配線

換気扇類スイッチ

洗面化粧台

照明共

○

昇降路がＲＣ造の時、軌条・中間ビーム・ブラケット他

○

ＥＶ機械室からインターホンまでの配管工事

インターホンならびにその他機器、信号用配管配線工事

昇降路がＳ造の時の中間ビームブラケット受けピース

機械室換気設備

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

昇降路頂部への吊フック、吊ビーム設置

昇降路内の鉄製部材一式

ＥＬＶ据付後の出入口壁及び床仕上

出入口扉・三方枠及び取付

各階出入口穴あけ・同補強

昇降路内ピット防水・点検用タラップ

ドアチェック、フロアヒンジ

室内機～リモコン間制御配線

室内機～室内機制御配線

空調機　室内機電源

空調機　室外機電源７．空調設備

○

屋外・屋上の基礎　AC・受水槽・キュービクル

　　　　　　　　　　躯体

３．吊りボルト及び

ピット形の躯体及び砂充填

雨水タテ樋 ○

予備開口　及びプレート

複合アウトレット用開口

コンセント・電話・情報等

便所用手すり

○

埋込形盤類及び、箱類の型枠

スリーブ・型枠の穴埋め

昇降路の築造

貫通孔・開口部のスミ出し

防火区画・防煙区画

○

躯体関係

１次側

２次側

（引渡しまでの間）○○○

○○○

受電後の電力費料金

２．その他

１．配管配線

機械室の床配管ピット・蓋・防油堤

○軽量鉄骨壁のボックス取付金具及びその取付 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○ ○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○ ○ ○

○○○

○

○○○

項　　　　　　　　目 備　　　考項　　　　　　　　目 備　　　考項　　　　　　　　目 備　　　考項　　　　　　　　目 備　　　考

仕上げ関係 屋外排水設備・外構 電気配線配管

機器と附属操作スイッチの渡り配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器附属の制御盤への電源供給配管配線

機器附属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

６．その他

タンク室形以外

上記以外のオイルタンク本体・配管及び据付等

５．屋外オイルタンク

ピット形以外

上記以外のユニット形浄化槽本体・配管及び据付等

４．ユニット形浄化槽の

植栽及び客土３．植栽

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

桝及び桝ふた

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備２．雑排水・汚水

桝及び桝ふた

屋外雨水排水設備１．雨水

消火器ＢＯＸ設置工事

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強及び

排煙口等の天井仕上材の取付け

点検口（天井・床下）

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

チェンブロック

機器搬入用フック　ビーム

２重ピット及びトレンチのマンホールふた１０．その他

９．フリーアクセスフロア

家具組み込みの洗面器

ファンコイルカバー

７．便所まわり

既製浴槽（ふたを含む）

ユニットバス、シャワーユニット６．浴室まわり

換気扇

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ４．外壁まわり

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

　　インサート

位置ボックス

切り込み及び補強２．既製間仕切り

開口部の墨出し

補強を要しないボードの切り込み

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強１．軽鉄天井・壁下地

フリーアクセスフロア内の防水堤

オイルサービスタンクの防油堤

厨房グリース阻集器

厨房排水溝

ＡＬＣ板の壁開口部・補強

避雷設備・同接地工事

同上用防水・マンホール・タラップ式

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

トラフ・ピット類（ふたを含む）５．その他

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

機械室の床開口

４．昇降機関連

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

建築設計図に記入あるもの３．設備機器の基礎

予備スリーブの穴埋め

使用されたスリーブの穴埋め

Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

貫通孔・開口部の補強

貫通孔・開口部の墨出し

補強を要しない型枠材及び取付け

補強を要する型枠材及び取付け

貫通スリーブ材及び取付け

　　貫通孔・開口部

１．RC造（梁・壁・床）の

○

タンク室の躯体及び砂充填

ウェザーカバー、ベントキャップ

機器用架台類

工　　事　　区　　分　　表　

洗面カウンター

○

２．S.SRC造・はり貫通孔

23 02 9A

○



一級建築士登録第265264号　清水　宏則　　　　印
図面を作成した建築士管理建築士

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　印

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＳ Ｃ Ａ Ｌ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．

グロ－バル企画設計
式

社会

株式

社会

株

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｃ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

Ａ

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

1/200(A1)・1/400(A3) 配置図・案内図

市道14179号線

4
4
5
0

駐輪場

団地内通路

4850

受水槽

6
,
1
9
0 道路中心線

申請地：長野市三輪２丁目（返目団地）

団地内通路

（駐車場）

市道

N

4
,4

1
0

6
,890
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路
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員
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号
線
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5,580
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-1283

団地内通路

-1118

-1100

申請建物１（既存部分）

申請建物１（増築部分）

隣地境界線（任意分割線）

申請建物３（自転車置場）

8
,
2
2
0

7
,
9
0
0

Y1

Y2

3,
4
4
0

Y5

38,550 8,4605,810

X1 X10

3,850 32,100 2,600

X11 X18

10

4
,
9
0
0

団地内通路 14,700

1,330

1,512 2,040 1,512 1,512 2,040 1,512 1,512 2,040 1,512

390 390 850

3
,
4
5
0

4
,
0
6
3

1,
8
0
0

3
,
9
0
0

申請建物２（自転車置場）
4 5 6 7 8 9

申請建物4～9（物置）

14,700

1
,
8
0
0

申請建物10（物置）
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1
,
8
6
2
.
5

1
1
,
8
6
8.

4

7,000

3°

給
水
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込

位
置
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）
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1
9
,
5
5
0

団
地
内
通
路
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図面を作成した建築士管理建築士

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＳ Ｃ Ａ Ｌ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．

グロ－バル企画設計
式

社会

株式

社

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｃ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

Ａ

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

1/200(A1)・1/400(A3) 敷地求積図・求積表・・ 11
一級建築士登録第108578号　清水　勉　 一級建築士登録第265264号　清水　宏則　

1

49.15

7.
40

1 49.15 7.40 363.7100 181.85500

2

2
8
.
1
3

4.31

2 28.13 4.31 121.2403 60.62015

3

22
.8

1

6.02

3 22.81 6.02 137.3162 68.65810

4

38
.7
1

18.97

4 38.71 18.97 734.3287 367.16435

5

49.15

5.7 3

5 49.15 5.73 281.6295 140.81475

6
48.82 3

.8
6

6 48.82 3.86 188.4452 94.22260

7

48.82

26.61

7 48.82 26.61 1,299.1002 649.55010

8

44
.6
3

5.05

8 44.63 5.05 225.3815 112.69075

9

29.61

13.26

9 29.61 13.26 392.6286 196.31430

合       計 1,871.89010

敷 地 面 積 1,871.89 m2

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積
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Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

・・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ1/100（A1）・1/200（A3）
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則

5,850 2,350 4,650 5,850 2,350 4,650

38,550

5,850 4,6502,350

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

3～5階床面積求積図

2,350 10,500 2,350

8,
2
20

1
,
1
4
0

Y2

Y1

Y3

5
,
5
4
0

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

Y5

Y4

3
8
0

5
,
1
6
0

5,6503,850 7,000 5,800 4,200 2,950 2,6006,500

X1 X10X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

27

28 29 30

31 32 33 34 35

36

37 38 39

3
8
0

8,
2
20

1
,
1
4
0

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

Y2

Y1

Y3

Y5

Y4

5,850 2,350 4,650 5,850 2,350 4,650

38,550

5,850 4,6502,350

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

8
,
2
2
0

Y2

Y1

Y3

5
,
5
4
0

Y5

Y4

3
8
0

8
,
2
2
0

1
,
14

0
2
,
3
00

2
,
1
0
0

Y2

Y1

Y3

Y5

Y4

2
0
0

2
0
0

建築面積求積図

1

2 3 4

5 6 7 8

9

5,6503,850 7,000 5,800 4,200 2,950 2,6006,500

X1 X10X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

2,350 10,500 2,350

3
8
0

5
,
1
6
0

10

11 12 13

面積表（2）

1
,
6
2
0

1
,2
4
0

1
,8
2
0

2,230 2,420

180180

2,180 1,970

180

4,870

180

6,010

5
,
7
20

1
8
0

180

3
,
0
6
0

1
8
0

5
,
72

0

18
0
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1,970

180

4,8706,010

180

2,180 2,230 2,420
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3.160

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ1/100（A1）・1/200（A3）
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則
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0
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00
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5,850 2,350 4,650 5,850 2,350 4,650

38,550

5,850 4,6502,350

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

1階床面積求積図

5,850 2,350 4,650 5,850 2,350 4,650

38,550

5,850 4,6502,350

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

2階床面積求積図

㎡増築部分　　合計

既存部分

3

4

2
1 ×

×
×

×

＝

＝
＝

＝

建築面積　求積表申請建築物-１

㎡

㎡
㎡

㎡

6

10

11

7

8

9

12

×

×
×

×

＝

＝
＝

＝

㎡

㎡
㎡

㎡

床面積　求積表申請建築物-１

1階既存床面積

3

4

2
1

㎡既存部分　　合計

1階増築床面積

1階床面積 ㎡

既存部分　　合計 ㎡

㎡

2階増築床面積

2階既存床面積

増築部分　　合計 ㎡

㎡

既存部分　　合計 ㎡

3～5階増築床面積

3～5階既存床面積

2階床面積

増築部分　　合計 ㎡

㎡3～5階床面積

33

32

34

35

37

36

38

39

31

28

29

30

27

19

21

22

23

24

25

26

18

17
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15
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20

×

×

＝

＝

㎡

㎡2.350

×

×
×

×

＝

＝
＝

＝

㎡

㎡
㎡

㎡

8.220

2.350
2.350

2.350

0.380
0.380

0.380

316.8810

0.8930
0.8930

0.8930

×

×
×

×

＝

＝
＝

＝

㎡

㎡
㎡

㎡

8.220

2.350
2.350

2.350

0.380
0.380

0.380

316.8810

0.8930
0.8930

0.8930

×

×

＝

＝

㎡

㎡2.350

×

×
×

×

＝

＝
＝

＝

㎡

㎡
㎡

㎡

8.220

2.350
2.350

2.350

0.380
0.380

0.380

316.8810

0.8930
0.8930

0.8930

× ＝ ㎡2.350 3.160 7.4260

×

×

＝

＝

㎡

㎡

× ＝ ㎡

0.380

2.350

× ＝ ㎡

× ＝ ㎡

× ＝ ㎡10.500 3.540 37.1700

× ＝ ㎡3.540 1.5930

× ＝ ㎡10.500

× ＝ ㎡0.380

× ＝ ㎡

× ＝ ㎡

× ＝ ㎡

× ＝ ㎡2.350

× ＝ ㎡

× ＝ ㎡10.500

×
×

×

＝
＝

＝

㎡
㎡

㎡

× ＝ ㎡

0.380

2.350

5.360

× ＝ ㎡

38.550

0.450

38.550

0.450

38.550

319.56

319.56

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

既存部分　　合計 ㎡

増築部分 × ＝ ㎡5

38.550 8.420

2.350
2.350

2.350 0.380

0.380
0.380

2.350

10.500

5.540
5.160

5.540
5.160

5.360

324.5910

0.8930
0.8930

0.8930

58.1700

12.1260

増築部分　　合計

建築面積

㎡

㎡

13

×

×

×

＝

＝

＝

㎡

㎡

㎡

2.350

× ＝ ㎡0.380

㎡

建築面積

床面積

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

建物面積表

㎡

㎡合計

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

２階

３階

４階

１階 319.56

319.56

319.56

319.56

㎡319.56５階

327.27

申請建築物-１

建築面積

建築面積

床　面積

× ＝ ㎡

㎡合　計

㎡

㎡

× ＝

合　計

建築面積

× ＝ ㎡

㎡合　計

× ＝ ㎡
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２階求積図

１階求積図
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・・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ1/100（A1）・1/200（A3）
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則
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３階求積図

４・５階求積図

各室面積表（2）
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1.900 3.660 6.9540

1.6955 1.36

1.30 1.06

2.30 1.36

19.80 2.26

6.04 1.36

2.35 1.06

2.25 1.36

3.21 1.90

6.10 1.36

1.30 1.06

9.47 2.26

㎡× ＝0.4845 0.300 0.1454

㎡× ＝1.7655 1.36

2.3059

2.3059

3.1280

44.7480

8.2144

2.4910

3.0600

6.0990

8.2960

1.3780

21.4022

2.4011

㎡合　計 119.8829

合　計 ㎡

＝ ㎡×㎡

29.88

23.40

合　計 ㎡

＝ ㎡

＝ ㎡

＝ ㎡1

×

×

×

㎡

㎡

㎡１ＤＫ-1

1

19.56 19.56

４・５階居室面積の計算

＝ ㎡

＝ ㎡

＝ ㎡

２ＤＫ-1

1

×

×

×

㎡

㎡

㎡

３階居室面積の計算

＝ ㎡

＝ ㎡

＝ ㎡1

×

×

×

㎡

㎡

㎡

３ＤＫ

２ＤＫ-3

２ＤＫ-2

１ＤＫ-2

１ＤＫ-1

1

1

1

1

19.56 19.56

19.57 19.57

30.68

29.88

23.40

36.89 36.89

159.98

＝ ㎡×㎡

２ＤＫ-2

２ＤＫ-3

２ＤＫ-4

２ＤＫ-5

1

2

1

30.68

29.88

23.40

31.52

31.52

34.57

29.88 29.88

23.40 23.40

34.57 34.57

63.04

170.45

居室の合計＜200㎡　階段の幅員75cm以上とする

15

2DK-2　計

2DK-3　計

2DK-4　計

2DK-5　計
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X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

5,6503,850 7,000 5,800 4,200

1,550 5,450 2,8502,800
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0

2
,
10
0
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0
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5,850 2,350 4,650 5,850 2,350 4,650

38,550

5,850 4,6502,350

X2X1 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

5,6503,850 7,000 5,800 4,200

1,550 5,450 2,8502,800

2,950 2,6006,500

X1 X10X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18

8
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2
0
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,
1
40
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Y1

Y3
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,
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0
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,
3
0
0

2
,
1
0
0

Y5

Y4

8
,
2
2
0

1
,
1
40

2
,
3
0
0

2
,
1
0
0

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

・・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ1/100（A1）・1/200（A3）
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則

２階求積図

１階求積図

2,235 5,490 1,230 5,490 1,130

２ＤＫ－１１ＤＫ－２ １ＤＫ－１

２０１ ２０２ ２０３ ２０４ ２０５ ２０６

１ＤＫ－２３ＤＫ３ＤＫ

２ＤＫ－１ １ＤＫ－１ ２ＤＫ－１ １ＤＫ－１

１０１ １０２ １０３ １０４

集会場

3,117.5 2,320 3,837.5 2,125 3,117.5

2,235 5,490 1,230 5,490 1,230

1,495 3,837.5 2,125 3,837.5

防火区画図（1）

竪穴区画

防火区画(共住間）ＲＣ t=120

一部ＡＬＣ t=100

面積区画　EV昇降路　ＡＬＣ t=100

防火区画　検討

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

床面積

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡合計

㎡

㎡

㎡

㎡

２階

３階

４階

１階 319.56

319.56

319.56

319.56

㎡319.56５階

1,597.80

74.67

74.67

74.67

394.23

394.23

394.23

71.75 391.31

420.62101.06

合　計増築部分既存部分

396.82 1,994.62

1階面積　：420.62㎡－(27.92㎡(ABC階段部)+6.70㎡(同PS)+7.90㎡(EV))＝378.10㎡

2階面積　：391.31㎡－(27.92㎡(ABC階段部)+6.70㎡(同PS)+7.90㎡(EV))＝348.79㎡

3階面積　：394.23㎡－(27.92㎡(ABC階段部)+6.70㎡(同PS)+7.90㎡(EV))＝351.71㎡

4階面積　：394.23㎡－(27.92㎡(ABC階段部)+6.70㎡(同PS)+7.90㎡(EV))＝351.71㎡

5階面積　：394.23㎡－(27.92㎡(ABC階段部)+6.70㎡(同PS)+7.90㎡(EV))＝351.71㎡

界壁　ＲＣ t=120

階段室　　ＲＣ　t=150
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38,550
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Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

式株

Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＤ Ａ Ｙ

式

Ｎ Ｏ ．

・・ 図面を作成した建築士

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

管理建築士社会 グロ－バル企画設計社会

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

Ａ1/100（A1）・1/200（A3）
一級建築士登録第108578号　　清水　勉　　 一級建築士登録第265264号　　清水　宏則

３階求積図

４・５階求積図

１ＤＫ－２２ＤＫ－１ １ＤＫ－１

３０６３０５３０４３０３３０２３０１

２ＤＫ－２ ２ＤＫ－３ ３ＤＫ

１ＤＫ－１

５０１

４０１

５０２

４０２

５０３

４０３

５０４

４０４

５０５

４０５

５０６

４０６

２ＤＫ－２ ２ＤＫ－３ ２ＤＫ－４ ２ＤＫ－５ ２ＤＫ－４

3,117.5 2,320 3,837.5 2,125 3,942.5

4,630 5,490 1,230 5,490 1,130

4,630 5,162.5 3,857.5 5,162.5 3,857.5

3,117.5 2,305 1,392.5 2,095 1,392.5

防火区画図（2）

竪穴区画

防火区画(共住間）ＲＣ t=120

一部ＡＬＣ t=100

面積区画　EV昇降路　ＡＬＣ t=100

界壁　ＲＣ t=120

階段室　　ＲＣ　t=150

17国補　市営住宅返目団地24-2号棟全面改善建築工事23 02



一級建築士登録第265264号　清水　宏則　　　　印

図面を作成した建築士管理建築士

一級建築士登録第108578号　清水　勉　　　　印

Ｍ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＭ Ａ Ｐ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＳ Ｃ Ａ Ｌ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．Ｓ Ｃ Ａ Ｌ ＥＤ Ａ Ｙ Ｎ Ｏ ．

グロ－バル企画設計
式

社会

株式

社

Ａ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ ＥＡ Ｒ Ｃ Ｈ Ｉ Ｔ Ｅ Ｃ Ｔ Ｕ Ｒ Ｅ

Ｃ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ ＥＣ Ｏ Ｎ Ｓ Ｔ Ｒ Ｕ Ｃ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ 　 Ｎ Ａ Ｍ Ｅ

Ａ

〒380-0916　長野市大字稲葉字中千田2189-4　℡026-226-1306

一級建築士事務所登録（長野）H-33311号

F1a コンクリート直均し

1/10(A1)・1/20(A3) 仕上仕様（１）

コンクリート刷毛引き仕上げ

F1b コンクリート直均しの上エポキシ系塗床

コンクリート直均し

エポキシ系塗床（ノンスリップ）

デッキプレート

アクリルウレタン樹脂系トップコート

コンクリート直均し

エポキシ系塗床（ノンスリップ）

アクリルウレタン樹脂系トップコート

土間コンクリート

F1c レベル調整モルタル塗りの上エポキシ系塗床 F1d レベル調整モルタル塗りの上ＮＣ t=2.5 F1f 磁器質タイル貼り 150×150 F1g 既存モルタルの上エポキシ系塗床

レベル調整モルタル塗り

エポキシ系塗床（ノンスリップ）

既存スラブコンクリート

ビーズ法ポリスチレンフォーム
１階のみ

ビーズ法
ポリスチレンフォーム

１階のみ

50

150

貼付モルタル

土間コンクリート

磁器質タイル 150×150

既存モルタル塗り金こて仕上げ

エポキシ系塗床（ノンスリップ）

F3a F3b
置床　パーティクルボードｔ=25＋
ＣＦシート貼り t=1.8

置床　パーティクルボードｔ=25＋
複合フローリング t=12

F4a ウレタンゴム系塗膜防水 木製床見切りM-02 M-04 床下点検口 溝レール 床配管スペースS=1:2

11
0

複合フローリング t=12

既存スラブコンクリート

支持脚

１階のみ断熱材敷き込み(ｸﾞﾗｽｳｰﾙt50　24K)

置床　パーティクルボード t=25

11
0

ＣＦシート t=1.8

置床　パーティクルボード t=25

既存スラブコンクリート

支持脚

１階のみ断熱材敷き込み(ｸﾞﾗｽｳｰﾙt50　24K)
ウレタンゴム系塗膜防水（X-2）

置床　パーティクルボード t=25

ビーズ法
ポリスチレンフォーム

１階のみ

F3a

複合フローリング t=12

F1d

ビニル床シート t=2.5

11
0

アルミ製床下（配管）点検口 600×600

11
0

既存スラブコンクリート

１階のみ断熱材敷き込み

仕上げ材

置床　パーティクルボード t=25

床配管スペース

B1a、B1b ＶＢ（木目）、ＶＢ B2a 撥水剤塗布 B3a 塗床立上げ B3b モルタル下地 塗床立上げ 外断熱まわり詳細図

梁型部取合 スラブ取合部 換気口取合部

60

ＶＢ（木目）、ＶＢ　H=60

（ビニル製幅木）

磁器質タイル 150×150

10
0

塗床立上げ

塗床立上げ

W4a

（ノンスリップ）

10
0

床：エポキシ系塗床

縦樋　アルミ製φ80

横引きルーフドレイン鋳鉄製80φ

10
0

床：F1b

壁：W1f

変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ(MS-2)
15×10  

モルタル下地 塗床立上げ
躯体取合部：シーリング

変成シリコン系20mm

プライマー処理共

出隅部：コーナー用ネット補強

（出隅 縦勝ち、横勝ちはメーカー仕様による）

スラブ下 ：

硬質ウレタン

躯体取合部：シーリング

プライマー処理共

変成シリコン系20mm

t=25フォーム吹付

H=300/D=300
（各階共通）

設備開口

EPS断熱材 切り欠き

W1a LGS65＋GB-R12.5＋ビニルクロス貼り W1b LGS65＋GB-S12.5＋防湿ビニルクロス貼り W1c LGS65＋GB-S12.5＋化粧ケイカル板 t=6 W1d LGS65＋GB-R12.5＋EP

65 12.5

ビニルクロス貼り

継目ジョイント工法 パテ処理

GB-R 12.5（せっこうボード）

LGS65 @303内外

継目ジョイント工法 パテ処理

EP

GB-R 12.5（せっこうボード）

12.565

LGS65 @303内外

65 12.5

GB-S 12.5（シージングせっこうボード）

防湿ビニルクロス貼り

継目ジョイント工法 パテ処理

LGS65 @303内外

継目ジョイント工法 パテ処理

612.5

（端部Ｃ型ジョイナー）

継目アルミ製Ｈ型ジョイナー

化粧ケイカル板 t=6

GB-S 12.5（シージングせっこうボード）

65

LGS65 @455内外

LGS65＋スレートボード t=8＋複層塗材Si 既存モルタル塗り VP塗装のまま

65

LGS65 @303内外

スレートボード t=8

複層塗材Si

8

（モルタル塗り VP塗装）

既存のまま

W1e W1f

18国補　市営住宅返目団地24-2号棟全面改善建築工事

捨貼合板 t=5.5

撥水剤塗布

12

76

SUS製　床直付けレール

複合フローリング t=12

パーティクルボード t=25

ＮＣ t=2.5（防滑性ビニル床シート貼り）

レベル調整モルタル塗り t=30以上

框：木製60×90　CL

框：木製60×90　CL
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